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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し。

＜患者様連絡事項＞
・鳥谷部　様～不眠時ブロチゾラム（0.25）14回分処方。

・東野　愛様～ハップスター2袋処方となる。

・佐々木　章洋様～不穏時リスパダール（0.5）1P10回分処方となる。

・長峯　ユリ様～CSセットの契約について夫様へ架電。口頭にてB-①了承される。契約書の記載に関しては息子様へ郵送してほしいとの事。

・中根　富美子様～措置入院に対するマニュアルを保健所が作成。マニュアル説明する為、5/18（火）14：00で面談を設定。

＜東病棟入院・入室状況＞
【転出】
・戸久世　渚様～東Bユニット1号室→西Bユニット30号室
【入院】
・髙橋　信一様～東病棟Cユニット5号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中、他室侵入や迷惑行為頻回にあり早めに開放観察終了している。また、食事時に自室より出てきて他室のリネンを持ち出そうとすることあり。介入にも奇声上げ抵抗強く、スタッフ数名での介入要している。引き続き、精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。朝食拒食、昼食は全量摂取。服薬の拒否は無い。苛々感訴えや自傷行為なく、口調穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・古田　真様～身体拘束中。8:00～16:00開放観察実施。午前中は落ち着いて過ごしている。昼食後より他室侵入繰り返している。13時にホール奥にて土下座し頭を床に打ち付けて号泣する事あり、促しにてジアゼパム(5)1T服用。服用後は徐々に落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。断続的に壁叩き休叫び声を上げている。スタッフ対面時はニヤツキながら性的発言やまとまりない発言聞かれている。易怒性や興奮は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～昨日準夜帯にて多飲水と嘔吐を繰り返しており、高宮Dr指示にて18:55終日隔離開始となっている。隔離開始となった理由について説明するも「変な物食べたからです」と多飲水を否定する発言聞かれている。日中はトイレの水を頻回に流し飲水する様子あり止水にて対応している。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・馬渡　澄雄様～自室にて過ごしている。飲酒に関する言動や不機嫌さなく対面時穏やか。

・会津　慮子様～ホール内をウロウロしたり、ベンチにて臥床したりしている。テンキーが開いた際に突然飛び出していこうとする事あり介入要している。介入に対する不穏さや抵抗はない。

＜金Dr.診察情報＞
・古田　真様～診察時泣き始めることあり。拘束は継続、隣の部屋の人が怖いと訴えあり、開放時Bユニットで過ごすよう指示あり。臨時薬同に内容にて14日分処方となる。

・東野　愛様～奇声あること情報提供している。臨時薬同内容にて14日分処方となる。

・柳町　信之様～夜間浅眠～不眠で過ごしていること情報提供している。本日よえりベルソムラ（15）1T就床前薬追加、他臨時薬同内容にて14日処方となる。

・中村　恥様～臨時薬同内容にて14日分処方となる。

・佐々木　章洋様～診察時訴え等なく穏やか。臨時薬同内容にて14日分処方となる。

＜入院患者様情報＞
日　　時：R3.5.17　　13：55
氏　　名：髙橋　信一様(たかはし　しんいち)様
生年月日：昭和15年10月7日（80歳)
病　　名：統合失調症
性　　別：男性
主 治 医：金Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット5号室

＜経過＞
　はちのへファミリークリニック小倉Dr.より連絡。同クリニックへは高血圧等の内科疾患にて通院していたが、マナクリニックへ不安神経症での通院加療歴あり。5月上旬より不安感が強く、さらに腰痛にて救急要請を何度も行う事あり。5/15より希死念慮が
高まり死にたいと言った訴えや、刃物で首や手首を気付つける行為あり。5/16当院へ受診相談あったが、救急当番医が松平病院であった事から、松平病院への相談を促し終話。松平病院へ相談するが、医師不在との理由で断られている。本日再度はちのへファミリークリニックへ相談があり、当院へ入院を含めた加療依頼があり、当院初診。
　薬剤調整目的にて、東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院となる。入院後も自殺企図・自傷行為が著しく切迫している状態である為、垂水Dr.指示にて、同日14:00身体拘束開始となる。

緊急時：搬送希望（指定なし）
家族洗濯
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